
 

穀物粉砕アルファ化支援装置（国補） 

メーカ名  (有)ウェスト、(株)島津製作所 

型   式 α化粉砕部：GTA、α化評価部：DSC-60plus 

機能（用途） 

本装置は、加熱した臼で穀類を粉砕することで含有する澱粉を

α化するα化粉砕部と、α化度を評価するα化評価部から構成

されます。 

１ α化粉砕部 

(1) 特徴 

・穀類を直接加熱しながら粉砕 

・水を使用しない乾式粉砕でα化が可能 

・α化澱粉粉末の高い水和性・粘性・結着性を利用可能 

(2) 得られる機能性（α化澱粉の効果） 

・水を加えるだけで容易に分散・溶解 

・植物性素材の結着力向上 

食感改善（しっとり感・もっちり感） 

(3) 活用例 

・アレルゲンフリーのパン 

・植物性原料だけで作る肉代替食品 

・水やお湯を注ぐだけで食べられる即席粥・介護食 

・スープ・菓子・惣菜等の増粘・テクスチャ改善 

２ α化評価部 

 試料に加えた熱量変化を測定し、物質の熱的挙動（融解・結

晶化・ガラス転移など）を評価する熱分析機器です。 

 澱粉はα化する際に吸熱しますが、既にα化している澱粉で

はこの吸熱反応は起こりません。吸熱ピークの大きさを比較す

ることで、α化の度合いを数値化することができます。 

仕   様 

[α化粉砕部] 設定温度範囲：室温～200℃、処理能力：１～

２kg/時間（臼を室温以下に冷やしながらの粉砕も可能） 

[α化評価部] 熱流量検出範囲：±150 mW、雰囲気ガス：窒素、

冷却方法：電気式 

外観 

α化粉砕部         α化評価部 

利用形態  設備利用 共同・受託研究 

担当部門等 食品技術部門 食品バイオ部 TEL 026-227-3132 

この装置は、令和７年度デジタル田園都市国家構想交付金（内閣府）によって設置しました。 


